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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 531 － 117 － 117 － 81 －

2021年12月期第１四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年12月期第１四半期 20.89 －

2021年12月期第１四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年12月期第１四半期 2,042 1,776 87.0

2021年12月期 2,097 1,695 80.8

（参考）自己資本 2022年12月期第１四半期 1,776百万円 2021年12月期 1,695百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年12月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年12月期 －

2022年12月期（予想） 0.00 － 0.00 0.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,175 12.8 470 13.4 470 17.9 321 12.2 82.71

１．2022年12月期第１四半期の業績（2022年１月１日～2022年３月31日）

（注）１．当社は、2021年12月期第１四半期について四半期財務諸表を作成していないため、2021年12月期第１四半期の
数値及び対前年同四半期増減率並びに2022年12月期第１四半期の対前年同四半期増減率については記載してお
りません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年12月期の業績予想（2022年１月１日～2022年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年12月期１Ｑ 3,892,600株 2021年12月期 3,892,600株

②  期末自己株式数 2022年12月期１Ｑ －株 2021年12月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年12月期１Ｑ 3,892,600株 2021年12月期１Ｑ 3,554,400株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：有

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2021年４月30日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。2021年12月期

の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、「期末発行済株式数」及び「期中平均株式数」を算定してお

ります。

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通しなどの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績

などは様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっ

ての注意事項などについては、添付資料２ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法）

　四半期決算補足説明資料はＴＤｎｅｔで同日開示するとともに、当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の変異株による感染拡大や、ロシア・

ウクライナ情勢による半導体の供給不足、資源価格の上昇など、先行き不透明な状況が続いております。

このような状況の中、当社は「SaaS事業成長」「顧客価値向上」に向け、積極的に取組みを行いました。

当第１四半期累計期間におきましても、引き続き提供サービスの拡充を行い、2022年３月にはメッセージ配信サ

ービスの過去最高配信数を更新し、月間63億通を配信しております。

サービス提供種別の売上高の概況は以下のとおりであります。

・ストック型収益：Cuenote SaaSのサブスクリプション(サービス利用)売上並びにソフトウエア保守売上が含まれ

ます。当第１四半期累計期間は高価格帯プランの獲得及び配信数の増加と併せ、解約を抑制できたことからストッ

ク型収益は519,558千円、当第１四半期末定期契約額は169,555千円（前年同期末比10.5％増）となりました。

・スポット型収益：Cuenote SaaSの初期売上(初期利用登録、カスタマイズ、セキュリティ証明書などの取得代行)

並びにソフトウエアライセンス売上（オンプレミス）が含まれます。当第１四半期累計期間の売上高はSaaSの新規

受注が堅調に推移したことから、11,927千円となりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高は531,486千円、営業利益は117,886千円、経常利益は

117,893千円、四半期純利益は81,300千円となりました。

なお、当社はメッセージングソリューション事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載は省略して

おります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期会計期間末の財政状態は、前事業年度末に比べて、四半期純利益の計上により純資産が81,300千円

増加し、財政状態は良好な状態で推移しております。

資産、負債、純資産別の財政状態は以下のとおりです。

（資産）

当第１四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末に比べて54,885千円減少し2,042,826千円となりました。

これは主に賞与及び法人税等支払により現金及び預金が34,232千円、売掛金が19,286千円それぞれ減少したこと等

によるものです。

（負債）

当第１四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末に比べて136,185千円減少し266,377千円となりました。こ

れは主に賞与の支給に伴う未払費用112,734千円減少及び未払法人税等の納付等による減少24,893千円等によるも

のです。

（純資産）

当第１四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末に比べて81,300千円増加し1,776,448千円となりまし

た。これは四半期純利益の計上による利益剰余金の増加81,300千円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年12月期の業績予想については、2022年2月14日付「2021年12月期決算短信」で公表しました業績予想に変

更はありません。
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（単位：千円）

前事業年度
(2021年12月31日)

当第１四半期会計期間
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,513,197 1,478,965

売掛金 269,714 250,428

原材料 1,026 838

その他 37,201 41,754

貸倒引当金 △266 △639

流動資産合計 1,820,874 1,771,347

固定資産

有形固定資産

建物 26,464 25,788

工具、器具及び備品 105,005 100,579

有形固定資産合計 131,470 126,367

無形固定資産 20,299 17,920

投資その他の資産

敷金及び保証金 89,559 89,559

その他 35,508 37,630

投資その他の資産合計 125,067 127,190

固定資産合計 276,837 271,478

資産合計 2,097,711 2,042,826

負債の部

流動負債

買掛金 13,400 13,566

未払費用 173,747 61,012

未払法人税等 69,172 44,279

賞与引当金 - 32,174

その他 146,242 115,344

流動負債合計 402,562 266,377

負債合計 402,562 266,377

純資産の部

株主資本

資本金 273,853 273,853

資本剰余金 191,351 191,351

利益剰余金 1,229,943 1,311,243

株主資本合計 1,695,148 1,776,448

純資産合計 1,695,148 1,776,448

負債純資産合計 2,097,711 2,042,826

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

当第１四半期累計期間
(自　2022年１月１日
至　2022年３月31日)

売上高 531,486

売上原価 174,578

売上総利益 356,908

販売費及び一般管理費 239,021

営業利益 117,886

営業外収益

受取利息 7

営業外収益合計 7

経常利益 117,893

税引前四半期純利益 117,893

法人税、住民税及び事業税 40,182

法人税等調整額 △3,588

法人税等合計 36,593

四半期純利益 81,300

（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を当第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサ

ービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

なお、収益認識会計基準等の適用による損益に与える影響はありません。

また、収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項のただし書きに定める経過的な取扱いに従

っておりますが、利益剰余金期首残高に与える影響はありません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会

計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな

会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、メッセージングソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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